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「
西
上
野
」の
武
田
氏
領
を
通
行（
関
所
は
一
か
所
と

は
限
ら
な
い
）し
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
人
数
か
ら

も
戦
陣
と
は
言
い
が
た
く
、
あ
る
い
は
商
人
体
の
通

行
か（
た
だ
し
、
伝
来
保
管
の
末
孫
は
小
田
氏
族
の

一
家
で
あ
る
）。

⑩
武
田
氏
の「
龍
朱
印
状
」の
遺
例
は
多
い
が
、
小
田
氏

関
係（
本
文
書
も「
諸
役
所
」宛
て
と
は
い
え
、「
小
田

氏
」宛
て
の
許
可
証
で
も
あ
る
）で
は
現
在
茨
城
県
内

唯
一
の
伝
来
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
小
田
衆
」の
内
実
、
当
時
小
田
氏
と
武
田
氏
の
外
交

関
係
な
ど
、
未
知
の
課
題
を
残
し
て
い
ま
す
が
、
戦
国

期
小
田
氏
に
関
わ
る
貴
重
な
史
料（
古
文
書
）で
す
。
鎌

倉
時
代
以
来
の
家
系
を
誇
る
中
世
小
田
氏
で
は
あ
り
ま

す
が
、
本
宗
家
お
よ
び
庶
流
系
の「
小
田
文
書
」と
言
え

る
古
文
書
類
の
伝
来
は
無
く
、
他
氏
族
宛
て
が
散
見
す

る
程
度
で
す（『
筑
波
町
史　
史
料
集　
第
八
篇
』〈
昭
和

59
年
〉参
照
）。

　

今
後
も
小
田
氏
関
係
の
資
料（
古
文
書
・
古
記
録
・

そ
の
他
）収
集
は
続
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
で
は
、
私
の
年
頭
の
詠
一
首
で
す
。

玄
の
承
認
の
も
と
で
側
近
衆
に
よ
る
押
印
か（“
朱

色
”が
鮮
や
か
で
あ
る
）。

⑤
料
紙
は
楮こ

う
ぞ
が
み紙
、
形
態
は
折お

り
が
み紙（
合
わ
せ
目
を
上
に
、

折
り
目
を
下
に
）で
、
丁
寧
な
書し

ょ
さ
つ札
で
あ
る（
武
田
氏

の
小
田
氏
へ
の
礼
儀
か
）。

⑥
改
め
て
読
み
下
す
と
、

　
　
　
小
田
衆
拾じ

ゅ
う
に
ん人
、
相
違
な
く
勘か

ん
か過
す
べ
き
も
の

　
　
　
な
り
、
よ
っ
て
く
だ
ん
の
ご
と
し

　
　
　
丁
卯（
永
禄
十
年
）　
五
月
晦
日

　
　
　
　
　
　
　
甘あ

ま
り利
左さ

え
も
ん
の
じ
ょ
う

衛
門
尉　
こ
れ
を
奉

う
け
た
まわ
る

　
　
　
　
　
諸
役
所
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
【
訳
】

　
　
　
（
常
陸
）小
田
の
人
々
を
間
違
い
な
く
検
閲
の　

　
　
　
上
で「
関
」を
通
行
さ
せ
な
さ
い
。

⑦
こ
の
処
置
の
指
示
者（
当
主
信
玄
の
意
を
奉
じ
て
）は

甘
利
左
衛
門
尉
信
忠（
昌
忠
と
も
、
武
田
家
宿し

ゅ
く
ろ
う老
の

一
人
で
い
わ
ゆ
る「
取
次（
信
玄
側
近
）」で
あ
る
。

⑧
こ
の
と
き
甘
利
信
忠
は
西に

し
こ
う
づ
け

上
野
箕み

の
わ輪
城じ

ょ
う
だ
い代（
群
馬
県

箕み
さ
と
ま
ち

郷
町
）で
、
信
玄
自
身
も
西
上
野
出
陣
中
。

⑨
従
っ
て
、「
小
田
衆
拾
人
」は
所
用（
不
明
）の
た
め
に
、

　

皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
幾
分
感
染
症
の
恐
怖
か
ら
逃
れ
つ
つ
あ
る
感
が

い
た
し
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
に
て
博
物
館（
昭
和
63
年
開
館
）の
空
調

関
係
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
終
え
、
１
月
６
日（
土
）よ

り
改
め
て
開
館
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
記
念
と

し
て
、
第
44
回
特
別
展「
土
浦
の
た
か
ら
も
の
―
守
り

伝
え
る
、
未
来
へ
―
」に
お
い
て
、
博
物
館
が
収
蔵
す

る“
た
か
ら
も
の
”を
公
開
し
ま
す
。

　
博
物
館
に
は「
国
宝
」「
重
要
文
化
財
」「
重
要
美
術
品
」

「
県
指
定
」「
市
指
定
」の
評
価
を
得
た
物
品
の
ほ
か
に
、

今
後
の
評
価
を
待
つ
お
び
た
だ
し
い
諸
種
の「
文
化
財
」

が
あ
り
ま
す（
す
べ
て
要
指
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
そ

れ
ら
を
展
示
に
供
す
る
に
は
、
か
な
り
の
歳
月
が
必
要

で
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
特
別
展
示
に
出
品
す
る“
た
か
ら
も

の
”の
一
つ
に「
武
田
信
玄
朱
印
状（
武
田
家
朱
印
状
）」

が
あ
り
ま
す（
石
田
文
書
・
写
真
①
）。
文
言
中
に「
小

田
衆
」と
あ
り
、
小
田
氏
族
の
末ま

っ
そ
ん孫
か
ら
博
物
館
に
寄

贈
さ
れ
た
、
伝
来
の
確
か
な
古
文
書
の
原
本
で
す
。
内

容
か
ら「
過か

し
ょ所
」と
も
呼
び
う
る
戦
国
時
代
の
関
所
通
行

許
可
状
で
、
わ
ず
か
本
文
三
行
の
簡
略
な
も
の
で
す
。

　
そ
の
文
言
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　
　
　
小
田
衆
拾
人

　
　
　
無
相
違
可
勘

　
　
　
過
者
也
、
仍
如
件

　
　
　
丁
卯

　
　
　
　
五
月
晦
日　
甘
利
左
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奉
之

　
　
　
　
　
諸
役
所
中

　
こ
の
古
文
書
の
見
ど
こ
ろ
は
、

①
こ
の「
小
田
衆
」が
、
武
士（
小
田
氏
被ひ

か
ん官
＝
家
来
）な

の
か
、
商
人
な
ど
な
の
か
は
不
明
。
い
ず
れ
に
し
て

も
武
田
氏
側
の
呼
称
か
。

②	

こ
の
証
状
に
よ
り
、「
小
田
衆
」は
武
田
氏
支
配
領
域

の「
関
」の
通
行
が
可
能
で
あ
る（
小
田
氏
と
武
田
氏

の
、
当
時
の
友
好
関
係
を
知
る
）。

③	

龍り
ゅ
う
し
ゅ
い
ん

朱
印（
二
重
円
の
中
に
龍り

ゅ
う
し姿
）は
、武
田
信
玄
・
勝

頼
使
用
の
印
章
で
あ
る（「
主
要
大
名
の
印
章
」（
写
真

②
）参
照
）。

④	「
丁ひ

の
と
う卯
＝
永
禄
10（
１
５
６
７
）年
５
月
晦み

そ
か

日
」付
け
の

武
田
信
玄
朱
印
状
で
あ
る
が
、
信
玄
自
身
の
押
印
で

も
な
く
、
自
筆
で
も
な
い（
全
文
右ゆ

う
ひ
つ筆
書
き
で
、
信
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押 ◀写真①　
武田信玄朱印状
縦28.8cm×横36.7cm

（土浦市立博物館所蔵〈石田文書〉、
市指定文化財）

印章（龍朱印）拡大
※令和６年は辰年です
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霜
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※特別展での展示は２月12日（月）
　までです。


